




た南北畔際の断割調査によって地山の緩やかな起伏の上

に盛土をして、現況に近い形状の岸辺が造成されたこと

が確認された。

SX９０４５ 現在の西小池の北岸。東岸と同じくカワラケ混

じりの明橙灰色砂質土を積み上げて造成される。

SX７６７０ 現在の西小池の南岸。北岸・東岸と類似した明

橙灰色砂質土で造成されるが含まれるカワラケは微量で

ある。第３１０次調査で検出済みであり、地山のたかまりの

上に盛土をしてさらに高く造成されることが確認されて

いる。

SX９０４２・SX９０５４ 東岸SX７６６０の岸辺を切り込む掘り込

み。このうちSX９０４２は北岸と東岸が接する西小池の入

隅部分にあり、現状では西小池の一部を形成している。

しかし旧来の汀線の礫敷とみられるSX７６４１・SX９０４６を

切り込み、また岸辺の形状が円形を呈することから、大

乗院庭園が廃絶した近代以降に掘り込まれたものと判断

できる。SX９０５４は東岸がL字型に屈曲する出隅部分に掘

り込まれた円形の土坑で、鉄パイプ片やコンクリート片

など近代の廃棄物が大量に埋まっていた。また、この掘

り込みは昭和１３年（１９３８）に作庭家・重森三玲が作成し

た大乗院庭園の実測図に描かれており、廃棄のために掘

られた土坑ではないことがわかる。大半が埋立てられて

変貌した西小池の岸辺の形状を整えるために掘り込まれ

たものであろうか。

SX９０４３ 東岸SX７６６０の東大池との取り付き部分で検出

した入江状のくぼみ。近代以降に積まれた土層で覆われ

る状況は岸辺の他の部分と同様であり、造成当初から入

江状を呈していたものと考えられる。

SX７６４１ 東岸SX７６６０にある礫敷で、直径１０�程度の礫

が標高８９．８～８９．９�付近に密に分布する。第３１０次調査

で検出済みで、西小池の汀線に敷いた礫敷と考えられ

る。

SX９０４６ 北岸SX９０４５にある礫敷で、直径１０�程度の礫

が標高８９．８～８９．９�付近に分布する。残存状況はあまり

良くないが、本来は東岸の礫敷SX７６４１と一体で西小池

の汀線を形成していたと考えられる。

SX７６４２ 南岸SX７６７０にある礫敷で、直径１５～２０�大の

石が標高８９．８～９０．０�付近に分布する。残存状況はあま

り良くないが、かつて西小池の汀線を形成していた礫敷

の一部と考えられる。

SX９０４４ 南岸SX７６７０の東大池との取り付き部に設けら

れた石組。直径５０～７０�大の石の下端を標高８９．７～８９．８

�付近に揃えて並べる。現在は石がまばらに残るのみだ

が、かつては景石や礫敷を組み合わせて変化のある汀線

を形成していたのであろう。

SX９０４１ 東岸上に置かれた直径１�大の大石。据付掘形

が確認できず、岸の造成と同時に設置されたものとみら

れる。詳細な性格は不明であるが、その形状や上面を平

坦に据えることから園路の踏石とも考えられる。

SX７６６１ 第３１０次調査で検出した、東岸上を南北方向に

のびる石組。今回はその南端を検出した。据付掘形が確

認できないことから、SX９０４１と同様、岸の造成と同時

に設置されたとみられる。直径３０�大の石をやや乱雑に

南北に並べ、根石のような様相を呈することから、東岸

の稜線に設置した何らかの庭園施設の基礎と考えられ

る。

図１９６ 第４０７次調査区全景（北から） 図１９７ 東岸SX７６６０（南西から）
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SX９０５１・SX９０５２ 池岸の下端で検出した景石の据付お

よび抜取痕跡。このうちSX９０５１は東岸のL字形の出隅部

分にある据付穴で、直径約７０�の円形の掘形の中に根石

を残す。一方、SX９０５２は南岸の石組SX９０４４の中にある

抜取穴で、直径７０～８０�程度の不整な円形を呈する。穴

の深さは池底から約１０�。

SX９０５０ 池底北端で検出した石組。西小池SG７６５０の池

底に堆積した一連の泥土を完全に除去した段階で検出し

た。直径約１．４�の掘形に１５～２５�大の自然石を円形に

並べて２段に組む。残存する深さは約４０�。石組内の埋

土はほとんど遺物を含まない暗青灰色粗砂で、池底の堆

積土とは状況を異にする。また石組の中に石が投棄され

ていないことから、上部が破壊されたとは考えにくく、

本来から池底に掘られたものとみられる。これと類似し

た石組は第３１０次調査および第３７４次調査でも検出してお

り井戸と解釈されてきた。しかし、SX９０５０については、

上述した遺構の状況から井戸とするには問題があり、何

らかの庭園施設の一部と考えられる。石組が機能した正

確な時期は不明だが、埋没状況から考えれば室町時代の

庭園の再整備以前に遡る可能性が高い。

SX９０５３ 東岸SX７６６０上で検出した埋甕。直径約５０�、

深さ約４５�の円錐形で、一辺約７０�の方形の掘形に据え

付けられる。これと類似した埋甕は東大池西岸において

多数検出しており、その多くは明治時代に設置されてい

た小学校の便所の遺構と解釈してきた。ただしSX９０５３

については東岸SX７６６０の突端部に位置するため便所の

遺構とは考えにくい。なお、甕内からは瓦質の焜炉２個

体が出土した。

SD７６３１ 南岸SX７６７０に沿って池底に掘削された蛇行

溝。第３１０次調査において検出済み。溝の幅は約６０�、深

さは約３０�。埋土は池底の堆積土と一連の黒褐色の泥土

である。第３９０次調査で検出した南池西半池底のSD８９７９

に接続することから、東大池の水を外部へ排水するため

に掘削されたものとみられる。

SD９０４９ 近代に西小池の大半を埋め立てて形成したSG

７６５０の西岸上を走る南北溝。溝の幅が約９０�、深さが約

８０�の逆台形断面を呈する溝で、埋土には近現代の建築

廃材等を多量に含む。鉄道院が奈良ホテル（明治４２年竣

工）の建設過程において敷地境界に掘削した区画溝とみ

られ、この時にホテルの敷地造成で生じた瑜伽山の切土

を利用して、西岸の最上層の積土もおこなわれている。

SA９０４８ 南北溝SD９０４９の底部で検出した南北掘立柱

図１９８ 石組SX９０５０（北西から） 図１９９ 据付穴SX９０５１（南西から）
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